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上田の小道
守，"

" 

北国街道が上堀の家並を通る。 r白かうじ(白椛) J の看板が出ていたりする古い家並。 rいけばな教室」の標札がで

ている石べいにそって曲がる小道が国分寺道。八日堂への道なので「八日 町 (ょうかまち) J ともよばれる。国道18号線、

今の 141号線があく以前、信濃国分寺の八日堂縁日には、この細道がだるまを持った人でにぎわったことだろう。そのま

ま気づかずに通りすぎてしまいそうな道端の石、もうすっかり風化した面には「国分寺道」と彫られている。

道がゆるやかに曲って、大きな岩の脇へ出る。岩をけずった石段を登ると、ノj、さなほこらが二つ三つ。その中のひと つ

には男石、次石がまつられている。石の下にもら2ギ塔や石仏。中で・もまぶ主尊は堂々とした石碑。二人ならんだ道祖神の像

は、すっかり顔をかかれている。竹やぶ、般の木、時の流れのとまったようなこの一画をすぎると、車の往来がはげし い

国道がみえてくる。

主な内容
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ご意見をお寄せください。 J

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 5月 1日ω午

前 9時から午後 4時まで、市役所 3階

市長室で行います。お気軽におでかけ

ください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 5月 l日(刈午前

8時30分から午後 5時まで、市役所 2

階農業委員会事務局で行います。 お気

軽におでかけください。



ま
た
、
過
去
一
年
間
に
取
り
引
き
先

き
の
企
業
が
倒
産
し
た
な
ど
に
よ
る
、

関
連
倒
産
の
防
止
を
図
る

H

倒
産
防
止

運
転
資
金
山
融
資
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は

次
に
よ
り
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
方
法
・
期
日
〉

市
役
所
商
工
課
商
工
相
談
所
、
塩
田

支
所
内
塩
田
商
工
会
、
川
西
支
所
内
川

西
商
工
会
に
あ
る
、
申
込
用
紙
へ
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
毎
月
五
日
ま
で
に

同
相
談
所
か
同
商
工
会
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

〈
貸
付
期
日
〉

毎
月
行
わ
れ
る
「
融
資
あ
っ
せ
ん
委

員
会
」
で
、
貸
付
が
決
ま
る
と
二
十
日

ご
ろ
ま
で
に
各
企
業
あ
て
通
知
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

報
長
び
く
不
況
に
よ
り
、
苦
し
む
市
内
商
工
諜
商
工
相
談
所
(
宮
⑫
四

一
O

広
の
中
小
零
細
企
業
の
皆
さ
ん
に
役
立
て

O
内
線
三

O
四
)
塩
田
商
工
会
(
宮
⑮

一
て
い
た
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こ
う
と
、
各
融
資
制
度
の
金
三
六
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)
川
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商
工
会
(
宮
⑧
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O
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利

を

引

き

下

げ

ま

し

た

。

三

三

)

問
削
…
…
市
の
産
院
は
、
三
月
ま
で
東
京
大
た
医
師
に
よ
っ
て
、
診
療
業
務
を
行
産
院
は
、
児
童
福
祉
法
の
第
一
種

γ

抑

制

…

…

っ

て

き

ま
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が
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、
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同

大

学

か

ら

田

口

良

雄

さ

ん

が

い

↓
…
学
医
学
部
付
属
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
派
遣
さ
れ
、
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
す
。
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倒産防止融資を新設

「各融資制度の | 
金利を引き下げ」

〔市融資制度四月から実施〕

えつ9号一

融資区分 種類 貸付限度 金利伺 期間 償還方法

運転資金 350万円 6.0% 36か月 均等月賦償還

中小企業融資 安定資金 400万円 6.0% 48か月 均据置等6月か賦月償以還内

設備資金 700万円 6.25% 72か月 同 上

不況対 策 運不転況対資金策 400万円 5.75% 均等月賦償還

特別資金 倒運転産防資金止
60か月

据置12か月以内1000万円 4.0% 

小事規業模資企金業 運設転備資資金金 300万円 5.5% 36か月 均据置等6月か賦月償以還内

独立開業資金 運資転設備金 300万円 6.25% 60か月 同 上

共同事業資金 運設転備資資金金 3000万円 6.0% 84か月 同 上

公害防止融資 公設害備防資金止 800万円 4.0% 84か月 同 上

設備資金 700万円 4.0% 84か月 同 上
公共事業融資

共資同事金業 1000万円 4.0% 84か月 同 上
L 

上田市中小企業融資一覧表
っ
て
い
ま
す
。
全
員
で
行
う
訓
練
や
勉

強
に
は
こ
の
ま
ま
使
い
、
児
童
の
能
力

4月22日(日清金票
あなたの大切な一票で

住みよい上田をつくりましょう

市議会議員選挙
プ
口
、不
タ
リ
ユ
|
ム
な
ど
が
備
え
ら
れ

た
視
聴
党
教
室
。
声
を
音
波
に
変
え
て

労働金庫上回支庖で

税金・水道料金などの支払いができます
4月 1日から、市の収納代理金融機関として、長野

県労働金庫上田支庖(中央 4-9-1)で、税金、使用

料、水道料の納入事務を取り扱っていただくことにな

りました。

勤労者の皆さんやご近所の皆さんご利用ください。

除掃
て
大

つ
の
の

ろ
春
川

易
、族

同

家

〈
5月は、春の大掃除の実施時です。家族そろ

って大掃除を行い、病害虫の発生源をな く し、

清潔で住みよい生活環境を築きましょう 。

同
校
で
は
、
児
童
生
徒
が
健
康
で
安

全
な
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
こ
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川

務
制
実
施
に
あ
わ
せ
て
、
岩
下
地
籍
に

い
U

建
設
を
進
め
て
き
た
、
県
立
上
田
養
護

判
学
校
が
三
月
に
完
成
、
四
月
開
校
し
ま

phd

P
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和
し
た
《

川
町
こ
の
学
校
は
、
二
万
六
千
七
百
平
方

一

日
の
敷
地
に
管
理
棟
、

小
中
学
部
棟
、

一

高
等
学
部
棟
、

職
業
棟
、
寄
宿
舎
棟
、

問
屋
内
運
動
場
な
ど
七
千
二
百
平
方
日
の

一

建
物
を
持
ち
、
総
事
業
費
約
十
五
億
円

を
費
や
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
は
、
定
員
百
二
十
名
で
二

十
六
名
の
教
員
に
よ
っ
て
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

特
色
は
、
原
則
と
し
て
全
寮
制
を
と

り
、
食
事
、
服
の
着
方
、
脱
ぎ
方
、
な

ど
人
間
生
活
の
基
本
的
訓
練
か
ら
は
じ

め
る
こ
と
で
す
。

小
中
学
校
棟
は
、
廊
下
や
教
室
の
仕

切
り
が
な
く
細
長
い
大
き
な
部
屋
に
な

っ
て
い
ま
す
全
員
て
行
う
訓
練
や
勉

強
に
は
こ
の
ま
ま
使
い
、
児
童
の
能
力

に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
学
習
や
個
人
指
導

の
時
は
、
つ
い
立
て
や
移
動
仕
切
り
板

で
小
部
屋
に
区
切

っ
て
使
え
る
よ
う
工

夫
さ
れ
た
、
県
下
で
も
珍
ら
し
い
オ
ー

プ
ン
教
室
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ビ
デ
オ
、
ス
ラ
イ
ド
や

4月に開校した県立上田養護学校の全景

フ
ロ
不
タ
リ
ュ

l
ム
な
ど
が
備
え
ら
れ

た
視
聴
覚
教
室
。
声
を
音
波
に
変
え
て

ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
出
し
、
個
人
指
導

す
る
言
語
訓
練
室
。
家
庭
の
台
所
や
居

間
な
ど
家
庭
生
活
に
も
ど
っ
た
時
に
ま

ご
つ
か
な
い
よ
う
指
導
す
る
生
活
訓
練

室
。
二
百
口
の
ト
ラ

y
ク
が
と
れ
る
広

い
屋
外
運
動
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

同
校
で
は
、
児
童
生
徒
が
健
康
で
安

全
な
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ら
の
設
備
を
ふ
る
に
利
用
し
、
能
力

や
個
性
に
応
じ
た
教
育
を
行
う
と
と
も

に
、
職
員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
な
が

ら
、
日
常
生
活
の
指
導
を
密
に
し
て
、

社
会
へ
の
適
応
性
と
独
立
心
を
縫
っ
て

行
き
ま
す
。

ビデオ、スライ ドなど充実した設備の視聴覚教室

児童生徒が入校すると写真のテーブルな
どがかたづけられ、みんなの楽しい遊び
場となるプレイルーム
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発
足
以
来
、

二
十
周
年
を
迎
え
た
市

仰
の
国
民
健
康
保
険
事
業
を
記
念
し
、

三

川

口

一二
卜
目
、
上
田
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ

一

ー

で

「
国
民
健
康
保
険
二
十
周
年
記
念

一

大
会
」
を
開
催
、
国
民
健
康
保
険
協
力

一

会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
約
二
百
名
の

一

市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
、
健
康
に
関
す

だ
る
体
験
発
表
や
健
康
づ
く
り
の
講
演
、

'
映
画
な
ど
で
、
国
民
健
康
保
険
(国
保
)

-
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
有

、
っ
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

報
記
念
大
会
で
は
、
市
長
が
「
市
は
、

広
医
療
費
無
料
化
拡
大
な
ど
保
険
事
業
の

一
充
実
や
苦
し
い
国
保
財
政
の
中
で
保
険

一

税
負
担
を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
る
よ
う

砂
努
力
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
国
保
事
業

開
制
は
国
が
や
る
べ
き
で
す
が
、
現
在
は
無

削
削
理
な
の
で
国
の
援
助
を
多
く
受
け
る
よ

仰
刈
う
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長

恥
叩
閉
和

ベ
い
間
医
者
に
か
か
ら
ず
保
険
税
を
完
納

一
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
、
国
保
運
営
に
長
年

一

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

一
感
謝
し
ま
す
。
今
後
も
国
保
健
全
運
営

号

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い

加

さ

つ

。
そ
の
後
、
国
保
運
営
に
長
い
間

第
ご
協
力
い
た
だ
い
た
国
保
運
営
協
議
会

一
の
委
員
、
園
保
協
力
会
長
、
五
年
以
上

医
者
に
か
か
ら
ず
保
険
料
を
完
納
さ
れ

た
皆
さ
ん
な
ど
四
十

一
人
の
表
彰
。
成

田

栄

さ

ん

(九
十

一
歳
・
西
脇
)
の

「
私
の
健
康
法
」
の
体
験
発
表
や
記
念

講
演
、
映
画
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈国
保
運
営
協
議
会
委
員
〉

柳
沢
文
秋
さ
ん

(中
央
西

こ。

坂
昌
永
さ
ん
(
大
手
二
)。

hv発
足
以
来
、
二
十
周
年
を
迎
え

行
わ
れ
た
記
念
大
会

宮

〈国
保
協
力
会
長
)

}

伊
東
ょ
う
さ
ん

(南
天
神
町
)。

石

一

井
竜
子
さ
ん

(下
紺
屋
町
)。

樋
口
康

一

さ
ん

(上
川
原
柳
町
)
。
宮
島
静
江
さ

…

ん

(下
川
原
柳
町
)。

相
馬
き
く
さ
ん

一

課
長
級
マ
上
田
市
制
施
行
六
十
周
年

(上
一房
山
)。

成
沢
あ
さ
か
さ
ん

(緑

一
記
念
行
事
事
務
局
次
長
丸
山
三
興
(
上

が
丘
北
)。
本
間
ま
さ
さ
ん

(三
好
町
)。一

田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
事
務
長
)

赤
沼
す
み
れ
さ
ん

(秋
和
)。

中
西
仁
さ

…
マ
報
恩
寮
業
務
係
長
事
務
取
扱
を
解
く

ん

(鷹
匠
町
)
。
(
)
内
は
協
力
会
名
。一

逢
坂
登
茂
男

(報
恩
寮
長
)
マ
産
院
業

〈健
康
世
帯
〉

}

務
係
長
兼
乳
児
院
業
務
係
長
事
務
取
扱

佐
藤
そ
の
さ
ん

(踏
入
二)。

富
樫

一
を

解

く

飯

島

実

(産
院
事
務
長
)

勝
巳
さ
ん

(常
田
二
)。

横
山
容
子
さ

一
マ
川
西
支
所
付
清
水
芳
明

(労
政
課

ん

(常
田
二
)。

平
林
康
治
さ
ん

(中

一
長
)
マ
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長

央
二
)。
高
井
志
づ
子
さ
ん

(中
央
二
)。
一

塩
見
泰
夫
(
教
育
委
員
会
事
務
局
付
)

上
野
き
く
さ
ん

(中
央
一一
)。

稲
垣
ト

一

マ
中
央
公
民
館
長

三
井
宣
茂

(上
田

エ
さ
ん

(倉
升
)。

山
口
ふ
じ
子
さ
ん

…
市
公
民
館
長
)
マ
上
野
が
丘
公
民
館
長

(大
手
二
)。

鈴
木
ち
よ
さ
ん

(中
央

一
穂

谷

潔

(応
急
工
事
課
長
)
マ
応
急

三)。

宮
下
留
為
さ
ん

(中
央
五
)
。
…

工
事
課
長
清
水
郁
夫

(応
急
工
事
係

笠
原
良
雄
さ
ん

(中
央
五
)。

小
林
仲

一
長
)
マ
清
掃
事
務
所
長
兼
上
田
市
真
田

さ
ん

(中
央
五
)。

飯
島
長
右
衛
門
さ

一
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
所
長
谷
川

ん

(中
央
五
)。

小
沢
マ
サ
さ
ん

(中

一
喜
敬

(上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却

央
西
二
。
中
沢
元
次
さ
ん

(中
之
条
)。
一

場
組
合
施
設
係
長
)
マ
労
政
課
長
小

相
沢
実
さ
ん

(御
所
)。

横
関
秀
夫
さ

〈
林
三
男

(管
財
係
長
)
マ
西
部
公
民
館

ん

(御
所
)。

前
田
金
秋
さ
ん

(秋
和
)。…

長

沓

掛

昭

一
二
市
民
税
第

一
係
長
)

藤
沢
み
さ
を
さ
ん

(倉
升
)。

原

修

さ

…

係
長
級
マ
管
財
係
長
謀
長
補
佐
尾

ん

{蒼
久
保
)
。
矢
島
袈
裟
富
さ
ん

(蒼

)
見
幸
一
(
市
民
係
長
)
マ
庶
務
施
設
係

久
保
)。

石
曽
恨一ト

ン
さ
ん

(福
田
)
。
…
長
兼
保
育
園
係
長
課
長
補
佐
西
沢

一

塩
崎
今
朝
幸
さ
ん

(畑
山
)。

赤
羽
岩

一
平

(企
画
係
長
)
マ
教
育
委
員
会
事
務

子
さ
ん

(伊
勢
山
)。

佐
藤
か

つ
よ
さ

一
局
総
務
課
課
長
補
佐
中
島
孝

一
(
学

ん

(林
之
郷
)。

山
口
い
ち
よ
さ
ん

(
八

一
校
教
育
課
庶
務
係
長
)
マ
体
育
課
付
課

木
沢
)。

音
沢
吉
郎
右
衛
門
さ
ん

(西

一
長
補
佐
野
村
昌
次

(総
合
計
画
課
課

前
山
)。
温
井
民
雄
さ
ん

(別
所
温
泉
)。一

長
補
佐
)
マ
中
央
公
民
館
次
長
課
長
補

村
田
久
寿
さ
ん

(岡
)。

西
沢
真
砂
さ

一
佐

西

沢

保

(成
人
係
長
)
マ
奉
仕

ん

(
k室
賀

)

。

一

係

長

課

長

補

佐

田

中
佐
敏
へ
環
境
指

一
時
一
人
事
異
動

4月1日付

上
田
市
は
、
大
正
八
年

(
一
九
一
九
)
に
市
制
を
敷
一い
て
か
ら
今
年
で
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
と
歴
史
的
風
土
に
培
わ
れ
な
が
ら
発
展
を
続
け
て
き
た
上
田
市
は
、
誇
り
あ
る
郷
土
と
よ
り
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
六
十
周
年
を
記
念
し
て
「
市
民
憲
章
」
「
「
市
の
制
定
、

導
係
長
)

マ
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
庶
務

係
長
課
長
補
佐
土
屋

一
富

(労
働
福

祉
係
長
)

マ
市
民
税
第
二
係
長
謀
長
補

佐
指
定
石
黒
俊
三

(
下
之
条
保
育
園

長
)

マ
市
民
係
長
課
長
補
佐
指
定
水
田

掛
八
郎
(
観
光
係
長
)
マ
環
境
指
導
係

長
課
長
補
佐
指
定
保
科
光
雄

(公
園

管
理
事
務
所
長
)
マ
管
理
課
庶
務
係
長

課
長
補
佐
指
定
児
玉
庸
夫

(管
理
課

管
理
係
長
)

マ
謀
長
補
佐
指
定
福
島

浩

(文
書
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定

柄
沢
荘

一
(
家
屋
係
長
)

マ
課
長
補
佐

指
定
金
井
俊
雄
(
国
民
年
金
係
長
)

マ
課

長

補

佐

指

定

竹

内

実

(保
健

予
防
諜
庶
務
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定

星
野
昇
嗣

(保
健
係
長
)

マ
課
長
補
佐

指
定
鈴
木
秀

一
郎
(
商
工
相
談
所
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
池
内
四
郎

(土
木

第

一
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
滝
沢

寛

(建
築
第

一
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指

定

田

中

進

(建
築
第
二
係
長
)
マ

課
長
補
佐
指
定
塩
之
入
真
(
事
業

係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
饗
場
民
雄

(福
祉
課
庶
務
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指

定

等
々

力

寛

(保
護
係
長
)
マ
課

長
補
佐
指
定
西
沢

久

(
川
何
事
業

所
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定

菅
沼

博

(業
務
課
経
理
係
長
)
マ
法
長
補
佐
指

定

水

島

和

夫
(
学
校
教
育
課
施
設
係

長
)
マ
課
長
補
佐
指
定
小
山

幸
(
文

化
係
長
)
マ
謀
長
補
佐
指
定
小
沢
良

行

(体
育
振
興
係
長
)
マ
謀
長
補
佐
指

定

寺
沢
二
木
犬

(
選
挙
管
理
委
付
会

事
務
同
次
長
)
マ
応
急
工
事
係
長
大

は
ど
れ
が
上
川
市
の
ン
ン
ポ
ル
と
し
で

ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
か

G
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こ
協
力
い
た
だ
い
た
国
保
運
営
協
議
会

の
委
員
、
国
保
協
力
会
長
、
五
年
以
上

だ一一一(貯溢崩御) 第 789i}-

ご意見をお寄せください

〈市制60周年記念事業特集〉

えつ一(1)--11併1154年4月16日 広 報

hv発
足
以
来
、
二
十
周

行
わ
れ
た
記
念
大
会

人
係
長
)

マ
奉
仕

田
中
佐
敏
(
環
境
指

上
田
市
は
、
大
正
八
年
(
一
九

一
九
)
に
市
制
を
敷
一い
て
か
ら
今
年
で
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

恵
ま
担
た
美
し
い
自
然
と
歴
史
的
風
土
に
培
わ
れ
な
が
ら
発
展
を
続
け
て
き
た
上
田
市
は
、
誇
り
あ
る
郷
土
と
よ
り
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
六
十
周
年
を
記
念
し
て

「
市
民
憲
章
」
「
市
木
」

「市
花
」
の
制
定
、
「
姉
妹
都
市
の

提
携
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
、
市
内
各
団
体
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
制
定
委

員
会
が
発
足
。
各
委
員
会
で
慎
重
な
協
議
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
原
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
か
ら
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
次
に
よ
り
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
提
案

は
、
各
委
員
会
で
検
討
し
、
ま
と
め
て
行
き
ま
す
。
な
お
、
三
千
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。行

し
、
守

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
H

市
民
道
徳
H

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
め
、
限
り
な
い
郷
土
の

発
展
を
願
い
、
く
ら
し
の
中
に
生
き
続

け
る
生
活
信
条
や
、
よ
り
よ
い
ま
ち

c

つ

く
り
の
道
し
る

べ
と
な
る
も
の
を
市
民

憲
章
に
と
考
え
ま
し
た
。

原
案
は
、
前
文
と
五
つ
の
項
目
か
ら

成
り
、
わ
か
り
や
す
く
格
調
の
高
い
文

章
と
し
、
日
常
生
活
の
な
か
で
実
践
し

や
す
い
こ
と
な
ど
に
配
感
し
で
つ
く
り

ま
し
た
が
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す

・ヵ
。

守 ー・、 l 

ミーー

月 ハ 意見ーが l ガ l

十ま日
キ」 l

か 提案 l 

で 紙手 は 11 

で ;

ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
「
は
が
き
」

か
「
手
紙
」
で
四
月
三
十
日
間
ま
で
に

次
の
と
こ
ろ
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
H
H
市
役
所
内
「
市
制
施
行
六
十

周
年
記
念
行
事
事
務
局
」

(
⑤
揃
大

手

一
了
間
十

A

醤
十
六
日
方
)

お
問
合
せ
H

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念

行
事
事
務
局

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線

二
五
六
)

1 市 1

1 民 i
憲
章

恵
ま
れ
た
自
然
、
先
人
が
残
し
た
多

く
の
史
跡
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
豊

か
な
、

心
の
ふ
れ
あ
う
住
み
よ
い
健
康

的
な
ま
ち
。
つ
く
り
は
、
市
民
共
通
の
願

い
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
み
ん
な
で
実

上
田市

民
憲
章
原
案

上
田
市
は
、
自
然
と
人
と
が
調
和
し

た
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
市
民
は
、
白
か
ら
の

英
知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、
こ

こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

ー
、
自
然
保
護
と
環
境
保
全

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い
な
水
と
空

気
を
守
り
、
緑
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し

ま
す
。

1
、
人
間
尊
重
と
教
育
文
化

か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
比
貨
を
高
め
、

豊
か
な
文
化
を
育
で
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

1
、
福
祉
社
会
の
充
実

人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、
あ
た
た

か
い
心
が

ふ
れ
あ
う
ま
ち
に
し
ま
す
。

1
、
産
業
の
振
興

働
く
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
大
切
に
し
、

活
気
に
み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

ー
、
国
際
理
解
と
平
和
の
希
求

平
和
と
向
由
を
求
め
、
世
界
に
目
を

向
け
た
明
る
い
ま
ち
に
し
ま
す
。

自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
郷
土
を
愛
し
、

さ
ら
に
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
-つ
く

り
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
み
ん
な

に
愛
さ
れ
組
し
ま
れ
る

H

木
H

内花
を

市
木
、
市
花
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

制
定
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
木

と
花
を
候
補
に
選
び
ま
し
た
。
あ
な
た

定
寺
沢
・

一木
犬

(選
後
管
地
委

U
会

事
務
局
次
長
)

マ
応
急
工
事
係
長
大

は
ど
れ
が
上
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
か
。

市
木
H
H

「
け
や
き
」
「
い
ち
い
」
「
い

ち
ょ
う
」
「
赤
松
」
「
エ
ン

ヂ
」

市
花
H

「福
寿
草
」
「
藤
」
「
山
ツ

ツ
ジ
」
「
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
」
「
モ
イ
ワ
ナ
ズ
ナ
」

「サ

ツ
キ
」
「
ス

ミ
レ」

姉
妹
都
市

と
は

し一一一一

歴
史
的
背
法
、
気
候
風
土
や
産
業
、

文
化
、
観
光
な
ど
に
共
通
性
を
持

っ
た

都
市
と
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
助
け
あ
う

(提
時
)
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人

々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
友
好
を
深

め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
の
市
民
交

流
を
と
お
し
て
・
お
互
い
に
脳
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
考
え
ま
し
た
。

制
定
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
都

市
を
候
補
に
選
び
ま
し
た
。
あ
な
た
は

ど
の
郎
市
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

姉
掠
提
携
候
補
都
市

鎌
倉
市

(神
祭
川
県
)

上
越
市

(新
潟
県
)

出
石
町

(
い
ず
し
ち
ょ
う
・
兵
庫

県
)

各
都
市
の
概
況
を
次
ペ
!
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。



(帰京いお寝耳ヨil怖 三件再 知事

1 ~望書目見ヨ+<1 (帰京設主)謀者京湾

ヨ)~惨加議員五 郎対車)<l¥-題陣<1(同

~~~誌治~~混同時)嵩担当十 河口系

姉妹都市提携候補都市概況

町(兵庫県)石
吋
出市(新潟県)越上市(神奈川県)

くら
4色、

居鎌名市都

11，233人124，882人171，354人口
一積

人

面
(
程
前
史
認
g
i
l
l
岡
山
市
岡

89.79knf 
0 高田平野は普から米どころとして知られて

いる 。

0土壌改良、コンパインの導入などにより 、

農業の近代化が進んでいる。

o iさけ J iます」 のふ化 など豊かな漁業へ

の脱皮。

0臨海工業地 帯として、重化 学工業の発達が

0 農業は米作が中心 であるが、急激な経済成

長の中で、、農家人口が減少し、ほとんどが

兼業農家である。

0 中小零細企業が多い。

0出 石ちりめん、出石焼、 柳 製品、かぱん製

251.55knf 39.53knf 
0戦後は首都圏の衛星都市として の 発 達 が め

ざましく、交通機関の新設なども 加 わって

近 代 的な都市に脱皮しつつある 。

0機械金属工業を中心 に 大 規 模な工場も 進 出

しできている 。

o伝統産業としての鎌倉彫は全国的に有名で

あり、 万剣も伝統を受継いでいる。

0南面 に海 をもち 、従来の魚中 心の漁業から

の り、わかめの養殖など多角化 の傾向 を示

産業・経済 品、 出石そぱ

0山 陰本線質問駅 下 車、パス乗換 ~ 出石

めざまし い。

0伝 統 産業としてスキー 、燥機具などがある。

している。

、.)1
~I 

et 

0城 下 町「出石」として文化財が多く残って

0出石城跡

。宗鏡寺(名僧沢庵が再興した臨済宗大徳寺

派 の 名刺 )

。屋童謡(城 下 町 のなごりをとどめる物豆福?

で今は時計台)

0 出石神社、 白糸の滝

。 「お城 ま つり J i大名行列」

いる。

0五智公園(越 後国分寺、越後一の宮の居多

神 社 ほ か 、 こ こ へ最涜の主主語 の 遺跡 が多

0 春日 山城跡 (上杉謙信の居城 )

0高田公園(夜桜は とくに有名)

0 日本スキ 一発祥の地 金谷山

0前島記念館(日本の近代郵便制度の父前島

密の生家跡 )

0安寿と厨子王遺跡

。浄興寺

0700有 余 年 の 古 都 の 歴 史 を秘 めている。

0武家文化 の遺産(神社、仏閣)が多くある。

0鶴 岡 八幡 宮

0建長寺(北 条時 頼が建立した臨済宗建長寺

派 の 大 本山)

0 円党寺(北 条時宗が建立した臨済宗円覚 寺

i黒公字本山)
0瑞 泉寺(夢窓国師 の 聞 いた寺で、梅水仙で

有名)

0大 仏 、国宝館、近代美術 館

。春の「鎌倉まつり 」 には 1日10万人以上も

の観 光客でにぎわう。

文化・観光

国
民
主

z
qh炉
こ

5
-一Il
l
1
11(
N
了
l

仙石 氏、松平氏の国替えによる歴史的なつな

カずり

O 主主永 3年 、 徳川幕府の命により上回藩主仙

石 氏 は出石へ、 出石藩主松平氏は上田へ転

封され、この国替えによって多くの人々の

交流 が 行 わ れ た。

0 仙 石 氏 の 上 回 藩 主 時 代 の 治 政 は 一部では高

く評価 されている。 (塩川地方の設業問た

め千也など)

0出石町 の人々には上旧市に対する愛必こがう

普からなじみの深い都市

0 海 水浴や修学旅行 など、 隣接 県 に あ っ て 昔

からなじみの深い土地柄である。

0両市共、国府 が置かれて、国分寺が建立され

た。

0 交通の発達により今後ますます交流が盛ん

になり、特に港を通じての経済交流が盛ん

に な る も の と 予 想 さ れ る 。

0海=山 など自然環境の相異をお互いに補い

信 州 の 鎌 倉 と し て の 歴 史 的 な つながり

0塩田平は 「信 州|の 鎌 倉」 として知 られ、わ

ずか東西 5キロ南北 2キ ロ半の聞 に、国宝

・重要文化財が10指 を数え、鎌倉時代の文

化財が数多く現存している。

0 執権 北 条一族(義政 ・国時 ・俊時) 3代 に

わたる統 治 に よ り鎌倉文化 が栄えたが、鎌

倉街道を 通 じて、 塩田~鎌倉聞 にはかなり

ひんぱんな交ifEがあったものと千主日寺をしの

姉 妹都 市

として推せ

ヵ、カぜえる。

0城下町 としでの共通点が多い。

0長野県と兵庫県は姉妹県である 。

合うことができる。ばせる。

0海=山 海 水浴 = スキー ・登 山 など自然環

境 の相 異を、

る。

おEいに補 い合 う こ と が で き

んする理由



ー-'.. n い

一見
)

m
d

一意

一

第

一

の

一

一

一
民

一

一
市
一

掛
れ
胤
日
屯
、
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合

問
怖
い
で
ひ
ん
ぱ
ん
に
食
品
包
装
の
こ
と
が

昨
糊
で
ま
す
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
直
後
は
、
目

剛
一
仰
の
敵
に
さ
れ
一
時
影
を
ひ
そ
め
て
い
た

一

誇
大
包
装
、
過
剰
包
装
が
、
ま
た
、
平

一

然
と
日
常
生
活
に
入
り
込
ん
で
き
た
感

だ

が
強
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

'

魚
肉
、
菓
子
、
薬
品
、
衣
料
品
な
ど

;
商
品
の
中
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
、

プ
ラ
ス
チ

-つ
y
ク
類
で
な
い
包
装
品
を
捜
す
の
が
難

報
し
い
ご
時
勢
で
す
。

広

庖

頭

に

回

収

で

き

る

一

包

装

類

を

明

示

し

て

ほ

し

い

一

そ
こ
で
、
日
頃
話
し
合
っ
て
い
る
中

一
か
ら
、

二
、
三
要
望
事
項
を
あ
げ
ま
す

一

の

で
、
各
関
係
機
関
で
検
討
し
て
い
た

門
げ
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
商
庖
に
望
む
こ
と
で
歩
が
、
活
で
回
収

ベ
い
で
き
る
包
装
類
を
庖
頭
に
明
示
し
て
ほ
し

年
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
考
え
で
も
卵、

a-柿い
ち
ご
、
豆
腐
な
ど
の
パ

ッ
ク
。

野
菜
の

昭
受
け
皿
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

一

ボ
ー
ル
紙
な
ど
処
理
し
や
す
い
も
の
で
も

一
間
に
合
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
次
に
、
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
買
物
袋

一

で
す
が
、
ヵ
ゴ
や
フ
ロ
シ
キ
持
参
で
庖
の

lt 
悟

行
商
品
包
装
μ

を
考
え
る

消
費
者
も
協
力
簡
単
な
包
装
を

中
丘
消
費
者
グ
ル

ー
プ

代

表

土

屋

良

子

九

袋
を
求
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
分
だ
け
値

引
き
で
き
れ
ば
消
費
者
を
け
い
も
う
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
政
は
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
徹
底
を

行
政
に
望
む
こ
と
と
し
て
は
、
ゴ
ミ

の
分
別
収
集
の
徹
底
と
収
集
後
の
処
理

方
法
を
明
示
し
、
広
報
な
ど
で
た
び
た

び
念
を
お
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
、
不
燃
物
、
組
大
ゴ
ミ
、
野

菜
ク
ズ
な
ど
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
出
さ
れ

て
い
る
状
態
で
す
。

ゴ
ミ
に
は
、
紙
ク
ズ
、
野
菜
ク
ズ
な

ど
の
よ
う
に
燃
や
し
た
り
埋
め
た
り
家

庭
で
始
末
で
き
る
ゴ
ミ
と
、
ビ
ニ
ー
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ン
類
な
ど
の
よ
う
な

家
庭
で
処
理
で
き
な
い
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ビ
ン
類
が
回
収
後
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る

か
知
っ
て
い
る
市
民
は
比
較
的
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ビ

ン
な
ど
回
収
可
能
な
も
の
は
、
明
確
に
分

類
し
て
収
集
す
れ
ば
、
資
源
の
再
利
用
化

も
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
省
資
源
を
考
え
よ
う

ス
ー
パ
ー
、
小
売
庖
な
ど
庖
と
い
う

庖
に
品
物
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
が
、
こ

ピl.
判事

悔
や
嵯
戦
略
悟

業

悟

峨

一
矢
康
雄
(
林
務
係
長
)

マ
市
民
税
第
一

一
係
長
武
井
孝
(
市
民
税
第
二
係
長
)

一

マ
企
画
係
長
清
水
活
(
庶
務
施
設

一
係
長
)

マ
市
民
課
庶
務
係
長

緑

川
雄

…
一
一
二
庶
務
用
地
係
長
)
マ
労
働
福
祉
係

一
長
兼
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

所

長

中

一
沢
渥
志

(
図
書
館
庶
務
係
長
)
マ
公
園

の
商
品
の
包
装
の
大
半
は
石
油
製
品
で
一
管
理
事
務
所
長
兼
観
光
課
施
設
係
長

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
に
広

一
滝
沢
昭
和

(
k
小
衛
生
施
設
組
合
庶
務

が
る
、
燃
え
な
い
、
腐
ら
な
い
膨
大
な

一
係
長
)
マ
農
蚕
係
長
上
原
哲
夫

(市

包
装
容
器
の
行
方
を
考
え
る
と
き
、
暗
一
民
課
庶
務
係
長
)
マ
管
理
課
管
理
係
長

た
ん
た
る
思
い
で
す
。

一

福
沢
袈
裟
雄
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶

豊
富
な
物
資
に
満
足
し
、
便
利
さ
の
恩

…
務
係
長
)

マ
梅
が
丘
保
育
園
長
倉
島

恵
に
浴
し
、
利
潤
を
追
求
す
る
だ
け
で
よ
一
秀
子
(
川
辺
保
育
園
長
)
マ
泉
田
保
育

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
家
庭
で
も
ゴ
ミ
一
園
長
牧
内
重
子
(
ふ
た
ば
保
育
園
長
)

収
集
日
に
ゴ

ミ
を
出
し
て
し
ま
え
ば
後

一

マ
塩
田
北
保
育
園
長
堀
内
哲
子
(
梅

は
ど
う
な
ろ
う
と
や

っ
か
い
払
い
で
き
た

一
が
丘
保
育
園
長
)

マ
産
院
業
務
係
長
兼

と
安
心
し
て
い
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
一
乳
児
院
業
務
係
長
高
井
忠
史
(
総
合

こ
れ
ら
を
処
理
す
る
施
設
、
処
理
経
一
計
画
課
総
務
係
長
)
マ
浄
水
管
理
係
長

費
は
、
私
た
ち
の
血
税
で
賄
わ
れ
て
い

一
逢
坂
秀
重
(
浄
水
管
理
係
長
心
得
)
マ

る
こ
と
を
認
識
し
た
場
合
、
日
本
は
ほ

…
社
会
教
育
青
少
年
係
長
中
沢
宮
彦

ん
と
う
に
豊
か
な
固
な
の
だ
ろ
う
か
と
(
(
公
民
館
青
少
年
係
長
)
マ
図
書
館
庶

考

え

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

一

務

係

長

服

部

力

(

奉

仕

係

長

)

マ

私
た
ち
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
力
は
微
一
農
政
係
長
小
林
功
(
農
業
共
済
課

々
た
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
日
々
戒

…
事
業
係
長
)
マ
清
掃
事
務
所
業
務
係
長

め
る

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
構
え
が

…
兼
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組

大
き
な
力
と
な
る
の
で
は
匂
い
で
し
ょ

一
合
施
設
係
長
西
入
元
三
郎
(
公
害
課

う
か
。
「
わ
た
し
ぐ
ら
い
が
ち
ょ
っ
と
一
主
査
)

マ
観
光
係
長
益
子
輝
之

(観

捨
て
た

っ
て
」
と
い
う
寂
し
い
心
を
改

…
光
課
主
査
)
マ
林
務
係
長
本
房
利
治

め
、
「
わ
た
し
も
こ
の
ぐ
ら
い
は
気
を
…
(
農
林
課
主
査
)

マ
家
畜
係
長
古
平

っ
け
な
け
れ
ば
」
と
い
う
心
が
、
町
の

一
袈
裟
土
口
(
農
業
共
済
課
主
査
)
マ
庶
務

市
の
国
の
力
と
な
る
と
信
じ
た
い
の
で

一
用
地
係
長
滝
沢
勝
重
(
耕
地
課
主
査
)

す
。
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
心
…
マ
下
之
条
保
育
園
長
生
島
隆
男
(
川

の
運
動
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

…

西
支
所
振
興
諜
主
査
)
マ
報
恩
寮
業
務

むだをなくし

物を生かす

市民運動月間

③ 

係
長
赤
羽
彊
(
監
査
委
員
事
務
局
主

査
)
マ
豊
殿
支
所
次
長
内
藤
良
典
(
同

和
対
策
謀
主
査
)
マ
上
小
衛
生
施
設
組

合
庶
務
係
長
阪
口
太
作
(
収
税
課
主

査
)主

査
級
マ
農
業
共
済
課
主
査
田
中

正
美
(
下
水
道
課
主
査
)
マ
管
理
課
主

査

高

橋

幸

一
(
警
防
課
主
査
)
マ
塩

田
支
所
振
興
課
主
査

清
水
秀
雄
(
生

活
交
通
課
主
査
)
マ
業
務
課
主
査
中

沢
す
み
代
(
学
校
教
育
課
主
査
)
マ
浄

水
管
理
事
務
所
主
査
増
沢
滋

(工

務
課
主
査
)
マ
教
育
委
員
会
事
務
局
総

務
課
主
査
水
谷
和
子
(
業
務
課
主
査
)

マ
学
校
教
育
課
主
査
伊
藤
み
ち
子
(
第

四
中
学
校
主
査
)
マ
資
産
税
課
主
査

平
林
貴
代
子
(
資
産
税
課
)
マ
国
保
年

金
課
主
査
関
川
学
(
国
保
年
金
課
)

マ
国
保
年
金
課
主
査
金
子
愛
子

(国

保
年
金
課
)
マ
保
健
予
防
課
主
査
池

田
博
文
(
保
健
予
防
課
)
マ
清
掃
事
務

所
主
査
中
島
千
秋
(
清
掃
事
務
所
)

マ
農
林
諜
主
査
原
佳
克
(
農
林
課
)

マ
農
林
課
主
査
小
林
隆
利
(
農
林
課
)

マ
耕
地
課
主
査
中
沢
紀
雄
(耕
地
諜
)

マ
管
理
課
主
査
官
下
温
(
管
理
課
)

マ
下
水
道
諜
主
査
山
辺
保
男

(
下
水

道
課
)
マ
川
西
分
署
主
査
成
田
則
之

(川
西
分
署
)
マ
塩
田
分
署
主

査

西

沢
清
成
(
塩
田
分
署
)
マ
東
北
分
署
主

査
宮
下
勝
利
(
東
北
分
署
)
マ
社
会

課
主
査
竹
内
秀
雄
(
社
会
課
)

マ
室

賀
小
学
校
主
査
宮
崎
喜
代
子
(
室
賀

(
六
ペ
ー
ジ
へ
続
く
)





第
生
年
金
な
ど
の
記
録
も
で
き
ま
す
。

一

国

民

年

金

か

ら
一惇
生
年
金
に
異
動
し

m
d

あ
な
た
も

一

明

(

H

市
民
体
力

一

一
一

哨
つ
く
り
の
日
μ

に
一

一
一

参
加
し
よ
う
~

別
刷

「
仲
間
が
で
き
て
楽
し
い

。
」
「
か

削
馴
ら
だ
が
か
っ
こ
よ
く
な
っ
た
。
」
「
毎

年
園
田

mM刊
週
木
耐
日
が
待
ち
ど
う
し
い
。
」
な
ど

白
例

q
d

ぽ
市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
る
長

一
民
体
力
づ
く
り
の
日
H

に
あ
な
た
も
参

一
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

だ

と

き

H

毎
週
木
昭
日
午
前
九
時
三
十

-
え
分
か
ら
十
二
時
ま
で
で
す
。

と
こ
ろ
H
上
田
市
民
体
育
館

っ

そ

の

他
H
H
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で

報
き
ま
す
の
で
、
運
動
し
や
す
い
服
装

広
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い

。

一

体

力

e

つ
く
り
は
、
あ
く
ま
で
実
践
で

一

す

。
上
手
へ
た
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

一
一
人
よ
り
二
人
、

二
人
よ
り
四
人
、
み

一
ん
な
で
一
し
ょ
に
体
を
動
ご
か
し
ま
し

日

う

。

F
h
v
 f

初
心
者

同
一
ス
ポ
ー
ツ
教
室

エ
寸

刀
ロ

司

t

今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
受
講
生
を

教
育
委
員
会
体
育
課
で
受
付
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
種
目
、
内
容
な
ど

と
と
~ 

、ー

は
四
月
一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

半
健
康
人
が
増
え
続
け
て
い
る
と
い

わ
れ
る
昨
今
、
積
極
的
に
体
を
鍛
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
、
自
分
に
合
っ
た
種
目
に
参

加
し
て
汗
を
流
し
、
友
情
の
輪
を
広
げ

な
が
ら
技
術
の
向
上
が
は
か
れ
る
楽
し

い
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
に
参
加
し
ま
し

ょャつ
。

申申
育込切す込
謀先り。期

------ .また間
宮おすだ 11
⑫問 。 し四
四合 、月
一せ 定二
011 員十
O 教に八
内育 な日

警委り∞
員次ま

事会 第で
さ f本締で

一
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
一

…

養

成

講

座

の

川

受
講
生
一

各
種
ス
ポ
ト
ツ
の
指
導
員
体
制
を
充

実
す
る
た
め
の
養
成
講
座
で
す
。

期
間
リ
五
月
十
九
日
∞
か
ら
十
月
二

十
一
目
的
ま
で
の
九
回
コ

l
ス
。

種

目

H
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル

。
体
操
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
参
加
料

一
千
円

を
添
え
て
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
(
宮
⑫
四
一

0
0

内
線
五
五
五
)

…
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム…

一

受
講
生
と

…

ク
ラ
ブ
員
一

資

格

H

二
十
九
歳
ま
で
の
男
女
。

申
込
先
・
お
間
合
せ
U

上
田
市
勤
労
青

少
年
ホ

l
ム
へ
必
ず
来
館
し
て
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
七
一

一
七
)

V
皮
工
芸
講
座
企

コ
ー
ス
H

毎
週
金
曜
日
。

会

費

H
材
料
費
。

定

員

H
4
1
名
。

内

{谷川
H
定
期
入
れ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど
の
製
作
o

v
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
企

定

員

H
男
女
各
十
名
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
季
節
で
す
。
仲
間
を

つ
く
っ
て
山
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

0

1
施
設
を
見
る
会
」
一

実
施
一

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い

5
月
同
日
冊
l
げ
日
制
の
四
日
間

毎
年
行
っ
て
い
る

内市
の
施
設
を
見

る
会
H

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

ご
近
所
、
友
人
を
誘
い
合
っ
て
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

働
く
婦
人
の
家
、
上
田
市
自
然
運
動

公
固
な
ど
、
最
近
の
新
し
い
施
設
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

日

程

l
五
月
十
四
日
開
、
十
五
日

ω

①こし

さ主

上官

まL

〈傍

十
六
日
的
、
十
七
日
怖
の
四
日
間
。

コ
l
ス

1
四
コ

l
ス
設
け
る
予
定
で
計

画
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
五

月
一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。

お
問
合
せ
H
H
秘
書
課
広
報
広
聴
係
(
宮

⑫
四
一

O
O内
線
二

O
E
有
纏
②

O

六
一二
一
)

一
暗
唱
話
の
移
転

申
込
み
は
早
目
に
…

一
〈
上
回
電
報
電
話
局
〉
一

上
田
電
報
電
話
局
で
は
、
電
話
の
移

転
な
ど
の
受
付
を
四
月
十
六
日
開
か
ら

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

電
話
の
移
転
は
、
予
約
制
で
す
の
で

十
日
前
ぐ
ら
い
に
申
出
で
く
だ
さ
い

。

〈
受
付
時
間
〉

平

日

H
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

土
曜
日
H
午
前
九
時
か
ら
正
午
。

日
曜
日
・
祝
日

l
休
み
。

電
話
で
の
受
付
は
現
行
ど
お
り
で
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

上
田
電
報
電
話
局
(
宮
⑫
四

0
0
0

無
料
で
す
〉

，z-Z司
』
明
h
・

6
F町
民
叫
‘

.
6
2明
』
明
圃
ど
・
3

司
h
・司ど・
3
司
弘
司
F

・

2晴

…
タ
バ
コ
は
市
内
で
一

一
買
い
ま
し
ょ
う
…

②こし

ると

な と

1T ~ 

f去し

し」

乳
幼
児
健
康
診
査

五
月
の
乳
児
、
幼
児
健
康
診
査
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

(
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
二
時
)
母

子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

三歳児健康診査日程表

会場
上田市健康 市川西社会

センター 福4止センター

地区 川西全区

対象児 51年 4月生
50年 7月村

50年12月生

5 月 25日

乳幼児健康診査日程表

会場 上 田 市 健 康 七 ン ター 市塩田母チ健康セ ンター 福市4川止セ西ン社タ会ー

4か月児 9か月児 l局長6か月児 4.9か月児 1it6か月児 11Uか月児
対

象 54年 1月 52年10月 52年10月
54年 l丹生 日年 8丹生 52年11月生

53年 8月生 52年11月生 52年11月生!見

地区 新市内11日市内 新市内|旧市内 新市内|旧市内 題回全区 増員回全区 川西全区

5月 2日 I8日 則|お 日 1日 1228 15日 11日 10日
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54年度自治会長名簿
(敬称、略)

自 治会名 自治会長名 自治会名 自治会長名 自治会名 自治会長名

E沓 入 竹田忠一
城

ニ好町 村松 周 町吉田 川上 勇

東
泉町 斉藤 貢 御 所 荒井三郎 桜 1乙コJ、 山崎茂忠

上常田 市村敏夫
下

中之条 田中庄三 豊 下吉田 山田 幸念

中常田 箱山一生 千曲 町 西沢正一 林之郷 長沢恒雄

昔日
下常田 桜井 泰

塩
手火 手口 中島大六 下 郷 有 坂 今 朝 博

北常田 中曽根庄作
尻

上 塩 尻 高速和秋 岩清水 今井袈裟昭

キオ オて 岡丁 中村 久雄 下塩尻 沓掛 党 殿 矢 t尺 樋村孟宏、

南天神町 伊藤志郎 上田原 丸山清男 赤 坂 関 利政

泉 平 田口今朝三郎
}II 

川辺 町 高橋正夫 漆 戸 中村博昭

南 北天神町 5者 宣司 基 倉升 南波志郎 下本郷 宮島延雄

松尾町 児玉秀一 辺 キ申 畑 手塚義次 五 力日 山極冶 ー

鷹匠町 佐藤新太郎 下之条 中山和市 中 上本郷 田中良治

本町 小鮒啓助 築 地 長浜峰吉 中 里子 倉沢善夫

末広町 増田斌夫 泉 東 築 地 寺田義雄 学海南 若林 武

大手町 7]<.出善助
田

半 i邑 石井太平
塩

上小島 安藤悦次

機I 岡丁 田 口光一 福 田 田中和平 下小島 和田喜久造

海野町 木村利 喜雄 吉 田 西沢宗雄 イ呆 里子 小林久吉

中
原 岡I 丸山 一 也 大 屋 坂田堅一 舞 田 中村雅美

袋 阿丁 宮入 要 岩 下 太田六郎 田 八木沢 藤沢良人

馬場町 西沢岩雄 下青木 押鐘徳雄 東五加 丑田朝男

央
田町 神尾精一 神 みすず台南 今井利重 学海北 斉藤敏雄

丸堀町 恒川一治 みすず台北 伊藤 イ云 平井寺 石田繁樹

木 阿I 上原正人 上 青 木 尾崎吉人 東 量告 子 清水袈裟恒

北大手 北村四郎 梅が丘 小林礼志
塩

石 キ申 皆瀬啓介

上川原柳町 :1t ?，尺 泉 久保林 西沢吉次郎 将P 沢 宮原泰人

下川原柳町 富田 裏 黒 生平 中村賢次郎 田 下之郷 村山好文

北
愛宕町 多田仁太郎 JlI 上 t尺 竹内貞夫 桜 高械龍三

上鍛冶町 花岡正助 国 分 太田直司 富 奈良尾 吉川 栄

鋭主 t台阿T 田 口 玲 下 堀 山辺理一 士 中 最E 山寺 f呆:

上房山 井上字作 上 堀 池田公保 山 下 車且 武田時失

下房山 柳 沢一 郎 畑 山 清水伍作 十 人 大庭末次

相P 阿T 高木登 次郎 伊勢山 塚原忠雄 西 東前山 守 栄真

新田 橋詰 一男 神科 新 屋 山住六男 西前山 小山繁男

上紺屋町 キ本 重正 野 Tす 高木猛郎 塩 手 塚 石田甲子男

下紺屋町 山浦良一 神 西 野 竹 堀内幸太郎 塩田新町 福田典義

鎌 原 田中直一 笹 井 武田今朝人 田 山 田 東川 周

西 脇 都 筑虞 幸 岩 門 香山恒雄 里子 倉 荒弁法重

西 幸斤 阿T 水野義男 染 屋 石井六次
別

上 手 古平実男

諏訪部 田中 久 蛇 t尺 保坂留蔵 F完 内 斉藤敏夫

生 塚 春原泰夫 金 弁 青木徳次
所

大 湯 久保増雄

常磐町 金子 安男 科 山 口 深町 守 分 去 古平賢一

緑が丘 保科丈左衛門 大 久 保 ィ、 キ本 博[ 仁古田 生島国登

音日 幸斤 屋 小市武春 長 島 キす 田 清 岡 古平 後f

緑が丘 北 田中宗十 金剛寺 倉島重夫 JlI t甫 野 田村幹夫

緑が丘西 三好 文男 富士見台 飯島秀雄 藤之木 宮浦徳松

城 1ヒ 横関 健 森 福島 岡U 越 戸 関 隆司

牧 片岡作衛 豊 大 日 木 柄沢孝好 ノj、 泉 里見千代喜

城 諏訪形 羽田誠之 長 入 中沢忠男 西 下室賀 土屋経正

須川 手塚 清 宮之 上 宮之上七郎 上室賀 清水勅嘉

7) 
下 中村 将P 'I.尺 覚 殿 小井目 内川哲夫 ひばりが丘 宇黄沢雅雄

朝日が丘 武重 r台 中吉田 吉池正巳
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